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368 月蝕の豫報計算 天界269
OBは月が一時間に運行する長さであって，此れを延長すれぱ，月の心密とな
る・師ち，Bは月がOを通過してから一時間後の論評であり，　OBの延長上
の右方にOBに等しくODを取れば，　Dは0通過一時間前の月の位置とな
る．此のOD及OBを夫k　12等分して置けば，5分毎の時闇尺度が得られ
る．扱』て，Vを申心として，4≧径LI　L2なる圓でDBを切れば，各位相の月
中心位置が求められる．又，VからDBに垂線を下し，　Mとすれば，　Mは蝕
甚の時刻に當る．1　II　M　III　IVを中心として牛樫Sなる圓を書けば，描圖は
完了する．4つの接燭及蝕甚の時刻を径路上に時聞尺度で讃み取り，此れを封
衝の時刻に加減すれば，所要の時刻が求まる．尚，．位置角も圖上に分度器を當
て・N容易に測定出町る．叉，任意の時刻に於ける食の様子は，所要の時刻に相
當する経路上の鮎を中心として，牛径sなる圓を書けば良い．
　を20：結　語　以上で，月蝕に關する大証の計算法は述べ絡つた．尤も，自
分の菲才と病氣が災してジ初めのプランとは及びもっかぬものとなって了つ
た．それに，二三の暴論を敢へてしたので，或は誤解されるかも知れない．若
し御氣附きの箇所があったら，御叱聲を賜らば，此上なV・幸と思ふ．
　次に，昭和18年8月の部分月蝕の要素を，天艦位置表から抜いて置：くから，
是非計算されん事を望んで置きます．それには，最初に描圓計算をされ，後，
数値計算される方が問題が少V・であらう．
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　最後に，二三の資料を心良く御貸與下された清水眞一一s氏の何時もながらの御
厚意を深く感謝する次第．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1943－5－13）
　“天女年鑑”iま：毎年天界の特輯とレて登行される“天丈年女”は，會員中に2部以上
の希望者があり，叉，全く不要の人もあったりするので，1944年度からは，天界と離れ
て，“天文年表”として東京恒星肚から軍行されることとなった．多分この年末に蛮行の
筈．（編輯）
